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化粧品総市場と価格帯別の動向を総括 

 

― ２０２３年見込（２０２２年比） ― 

■化粧品の国内市場 ３兆２７６億円（３.３％増） 

～消費者の外出機会の増加、インバウンド需要の回復により拡大～ 

●低価格帯ポイントメイク市場 １,４１９億円（８.２％増） 

～リップカラーの使用機会の増加や、韓国・中国ブランドなどのアイテムが好調～ 

 

総合マーケティングビジネスの株式会社富士経済（東京都中央区日本橋 社長 菊地 弘幸 03-3241-3470）は、

新型コロナの５類移行に伴う外出機会の増加や、訪日客の増加に伴うインバウンド需要の回復により需要が高ま

っている化粧品の国内市場を調査した。その結果を「化粧品マーケティング要覧 2023 総括編」にまとめた。 

この調査では７カテゴリー４２品目の国内化粧品市場を、価格帯別やチャネル別に動向を分析した。また、消費

者アンケートでは肌悩みの変化や訴求成分の認知度、韓国コスメの購入実態などを捉えた。 

 

＜調査結果の概要＞ 

■化粧品の国内市場 

２０２２年 ２０２１年比 ２０２３年見込 ２０２２年比 

２兆９,３１０億円 １０２.９％ ３兆  ２７６億円 １０３.３％ 

２０２２年は、新型コロナウイルス感染症の流行に伴い全国的にまん延防止等重点措置が発出され、行動制限が

３月まで続いたものの、徐々に消費者の外出機会が回復したことから市場は拡大した。２０２３年は、新型コロナ

の５類移行に伴いマスクの着用が個人判断になったことや、行動制限が解除されたことなどによる消費者の外出

機会増加、さらには水際対策の緩和により訪日客が増加しインバウンド需要が回復に向かっていることから、市場

は前年比３.３％増の３兆２７６億円が見込まれる。 

 

■価格帯別化粧品市場 

 ２０２２年 ２０２１年比 ２０２３年見込 ２０２２年比 

市

販

用 

高価格帯 ９,７６８億円 １０６.０％ １兆  ２３９億円 １０４.８％ 

中価格帯 １兆  ７８７億円 ９９.７％ １兆  ９４２億円 １０１.４％ 

低価格帯 ６,５９２億円 １０３.２％ ６,８３１億円 １０３.６％ 

業務用 ２,１６４億円 １０５.３％ ２,２６４億円 １０４.６％ 

合 計 ２兆 ９,３１０億円 １０２.９％ ３兆   ２７６億円 １０３.３％ 

 ※市場データは四捨五入している 

【高価格帯】 

２０２２年は、行動制限が解除され外出機会が増えたことからメイクアップの需要が増加し、改めて自分自身に

合うファンデーションやリップカラーを見直したいといったニーズが高まったことから百貨店などのカウンセリ

ングチャネルが好調となった。 

２０２３年は、新型コロナの５類移行に伴いマスクを外す機会が増え、メイクアップ需要の回復が加速してい

る。スキンケア意識も高まっており、プレステージブランドの需要が増加している。また、ヘアケアでは新興セル

フブランドの“夜間美容”といったコンセプトが受け入れられており、市場は拡大するとみられる。 
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【中価格帯】 

２０２２年は、消費者の嗜好が二極化したことで他価格帯へ需要がシフトしたことからスキンケアが減少し、メ

イクアップは市場環境が回復したものの小幅な伸びにとどまった。また、ヘアケア・ヘアメイクはメーカー・小売

が高価格帯ブランドへの注力度を高めたことから低迷し、市場は微減となった。 

２０２３年は、メイクアップの使用機会が増加していることからマス向けカウンセリングブランドがプロモー

ションの強化により需要獲得を図っているほか、スキンケアでも外資系プレステージブランドユーザーの一部が

景況悪化や価格改定を受け、高価格帯から中価格帯へシフトする動きがみられ、市場は拡大に転じるとみられる。 

 

【低価格帯】 

２０２２年は、メンズコスメティックスやヘアケア・ヘアメイクではコロナ禍における消費者の美容意識の高ま

りから、付加価値品が多く展開される中・高価格帯への需要シフトがみられたものの、外出機会の増加からマスク

を外す機会が増え、ポイントメイクやベースメイクなどは使用機会が増加したことにより好調となった。また、ボ

ディケアのリップクリームではカラーリップの需要が高まるなどプラス要因がみられ、市場は拡大した。 

２０２３年は、マスクの着用が個人の判断に委ねられたため、メイクアップの使用機会が増加していることから

ポイントメイクやベースメイクの使用頻度が高まるほか、インバウンド需要も期待され、市場は引き続き拡大が予

想される。 

 

【業務用】 

２０２２年は、新型コロナの流行により消費者がヘアサロンなどへの来店を控えていた状況から回復がみられ、

アイテム面でもハイトーンカラーやダブルカラーがトレンドとなり黒髪用ヘアカラーが好調となったほか、ヘア

カラーのダメージ軽減のためにメニュートリートメントも需要が増加したことから市場は拡大した。 

２０２３年は、景況悪化の影響からヘアサロンの来店頻度を落とす消費者がみられるものの、“髪質改善”など

メニュートリートメントの強化により単価アップがみられるほか、ヘアカラーもハイトーンヘアのトレンドに合

わせた色の追加などアイテム投入が活発に行われ、市場は拡大が予想される。 

 

＜注目市場＞ 

●低価格帯ポイントメイク 

２０２２年 ２０２１年比 ２０２３年見込 ２０２２年比 

１,３１２億円 １１１.０％ １,４１９億円 １０８.２％ 

２０２２年は、マスクに付着しにくいことを訴求したリップカラーがヒットしたほか、メイクをする機会も回復

しており、複数アイテムを用いた“涙袋メイク”など技巧的なメイクが注目され、メイク方法と併せたアイテム展

開により幅広い年代層を取りこんだ。また、韓国ブランドの展開が活発となり、市場は前年比二桁増の１,３１２

億円となった。 

２０２３年は、マスクの着用が個人判断になったことから、マスクを使用しない消費者が増え、リップカラーの

使用機会の増加が期待されるほか、韓国・中国ブランドやＤ２Ｃブランドも好調なことから市場は引き続き高い伸

びで拡大するとみられる。 

 

●高価格帯スキンケア 

２０２２年 ２０２１年比 ２０２３年見込 ２０２２年比 

４,７０５億円 １０４.１％ ４,８４９億円 １０３.１％ 

２０２２年は、消費者の外出機会が増えたことで百貨店の集客が回復したほか、美白ニーズの高まりにより美白

美容液などの需要が増加した。販促面でも外資系プレステージブランドや美容液に強みを持つ国内ブランドが美

容液のプロモーションや販促強化に努めたことや、洗顔料などをフックに新規顧客を取り込んだブランドもみら

れたことから市場は拡大した。 

２０２３年は、マスクを外す機会が増えることでしみ予防・しわ改善に加え、マスク着用習慣が長期化したこと

によるたるみケアの需要も増加するとみられ、市場は前年比３.１％増の４,８４９億円が見込まれる。 
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＜消費者アンケート調査＞ 

●訴求成分の認知度（ｎ＝６４０／ＭＡ） 

順位 成分 認知度 

１位 

 

ヒアルロン酸 ７４.５％ 

２位 コラーゲン ７３.０％ 

３位 セラミド ６２.５％ 

４位 ビタミンＣ誘導体 ５８.１％ 

５位 ハトムギエキス ５３.４％ 

６位 レチノール ５０.５％ 

７位 ドクダミエキス ３３.１％ 

８位 シカ ３０.８％ 

「ヒアルロン酸」「コラーゲン」「セラミド」は６割以上が認知しており、認知度が高いことが明らかになった。

また、韓国ブランドで話題となった「シカ」は３割が認知している。 

 

●韓国コスメの購入実態（ｎ＝６４０／ＳＡ） 

 購入したことがある 購入したことはない 

全体 ４２.５％ ５７.５％ 

 ２０代 ６１.９％ ３８.１％ 

３０代 ４０.０％ ６０.０％ 

４０代 ３８.１％ ６１.９％ 

５０代 ３０.０％ ７０.０％ 

全体でみると、「購入したことはない」の割合が約６割を占め、「購入したことがある」を上回る結果となった。

年代別では、２０代は６割以上が「購入したことがある」と突出しており、年代が上がるにつれて「購入したこと

がある」の割合は低下していく傾向となった。 

 

 

＜調査対象＞ 

カテゴリー別 
価格帯別 

低価格帯 中価格帯 高価格帯 

・スキンケア ２,０００円未満 ２,０００円～６,０００円未満 ６,０００円以上 

・ベースメイク ３,０００円未満 ３,０００円～４,５００円未満 ４,５００円以上 

・ポイントメイク ２,０００円未満 ２,０００円～３,５００円未満 ３,５００円以上 

・ヘアケア・ヘアメイク ６５０円未満 ６５０円～１,０００円未満 １,０００円以上 

・ボディケア １,０００円未満 １,０００円～３,０００円未満 ３,０００円以上 

・フレグランス ２,０００円未満 ２,０００円～５,０００円未満   ５,０００円以上 

・メンズコスメティックス ８００円未満 ８００円～２,０００円未満    ２,０００円以上 

 

＜調査方法＞ 

富士経済専門調査員による参入企業および関連企業・団体などへのヒアリングおよび関連文献調査、社内データ

ベースを併用 

＜調査期間＞ 

２０２３年５月～７月 

 

【消費者アンケート】 

＜調査対象＞ 

化粧品（スキンケア／ベースメイク／ポイントメイク）を購入したことがある２０歳～５９歳の女性６４０人 

＜調査方法＞ 

インターネットサーベイ 

＜調査期間＞ 

２０２３年６月２６日～６月２８日 

     以上 
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資料タイトル ： 「化粧品マーケティング要覧 2023 総括編」 

体 裁 ： Ａ４判 ２８２頁 
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